
沖
縄
戦
開
始

三
月
二
十
三
日
、
米
機
動
部
隊
の
艦
載
機
が
沖
縄

へ
の
空
襲
を
始
め
、
沖
縄
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
軍

ハ
甲
号
戦
備
ヲ
令
セ
ラ
ル
」「
部
隊
ハ
最
モ
速
二
基
地

へ
転
移
ヲ
準
備
セ
ン
ト
ス
」（
２
）（
四
遊
作
命
第
三
四

号
：
第
四
遊
撃
隊
命
令　

三
月
二
十
五
日
）
が
発
せ

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
に
つ
き
ま
す
。
第
四
遊
撃

隊
は
四
つ
の
中
隊
に
わ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
作
戦
に

よ
っ
て
、
偵
察
隊
や
通
信
隊
な
ど
の
任
務
を
も
っ
た
、

混
合
部
隊
が
編
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
中
で
遊
撃
戦
の
緒
戦
と
し
て
行
わ
れ
た
の
が
、

米
軍
の
北
部
進
攻
を
妨
害
す
る
た
め
の
作
戦
で
、
訓

練
中
の
爆
薬
製
造
や
、
発
火
、
設
置
な
ど
具
体
的
に

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
実
戦
で
し
た
。「
石
川
橋
は
当

時
石
橋
で
橋
げ
た
の
下
に
も
ぐ
っ
て
爆
弾
を
吊
る
す

ん
で
す
」（
美
里
村
：
十
七
歳
）「
瀬
良
垣
の
橋
も
夜

の
う
ち
に
爆
破
し
ま
し
た
が
、
完
全
に
壊
れ
ず
真
ん

中
で
折
れ
た
よ
う
で
し
た
」（
国
頭
村
：
十
八
歳
）「
石

川
か
ら
、
伊
芸
、
金
武
に
か
け
て
の
松
並
木
を
爆
弾

で
倒
し
ま
し
た
」（
東
村
：
十
六
歳
）
と
実
行
し
て
い

き
ま
し
た
が
、
米
軍
は
道
路
や
橋
を
難
な
く
補
修
し

通
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
一
方
、
北
部

へ
の
避
難
民
は
そ
の
橋
を
渡
る
こ
と
が
で
き
ず
、
引

い
て
き
た
馬
車
や
、
荷
物
を
置
い
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

（
次
回
へ
つ
づ
く
） 

（
瀬
戸
）

（
１
） 

指
揮
下
部
隊
作
命
綴　

国
頭
支
隊

「
四
遊
作
命
第
十
一
号　

第
四
遊
撃
隊
命
令

一
月
一
九
日
」

（
２
）
指
揮
下
部
隊
作
命
綴　

国
頭
支
隊

「
四
遊
作
命
第
三
四
号　

第
四
遊
撃
隊
命
令

三
月
二
十
五
日
」

遊
撃
戦
の
要
塞
と
化
す
恩
納
岳

一
九
四
五
年
に
入
り
、
沖
縄
戦
を
目
前
に
し
て
恩

納
岳
の
要
塞
化
が
急
速
に
す
す
み
ま
す
。

一
月
十
九
日
、
第
二
護
郷
隊
岩
波
寿
隊
長
は
「
部

隊
ハ
先
ヅ
速
ニ
恩
納
岳
北
方
谷
地
ニ
遊
撃
基
地
ヲ
設

定
シ
不
時
ノ
戦
斗
二
応
ジ
得
ル
態
勢
ヲ
確
立
シ
後
恩

納
岳
ヲ
中
心
ト
シ
テ
遊
撃
拠
点
ヲ
設
定
ス
」
と
し
、

恩
納
岳
を
遊
撃
戦
で
米
軍
を
迎
え
る
拠
点
と
し
て
命

令
を
下
し
ま
す
。
そ
し
て
「
戦
斗
各
期
ヲ
通
ジ
遊
撃

基
地
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
部
隊
主
力
ノ
長
期
棲
息
ヲ
可

能
ナ
ラ
シ
ム
ベ
キ
モ
ノ
」「
上
空
ハ
勿
論
地
上
視
察
ヨ

リ
敵
ニ
離
隔
シ
タ
ル
位
置
二
棲
息
設
備
並
に
兵
器
弾

薬
糧
秣
ノ
集
積
ノ
為
ノ
設
備
ヲ
構
築
ス
」（
１
）
と
し
、

山
深
い
自
然
豊
か
な
恩
納
岳
を
存
分
に
活
用
し
、
米

軍
の
進
攻
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
長
期
化
し
て
も

耐
え
ら
れ
る
拠
点
の
設
置
を
命
じ
ま
す
。
現
在
「
第

二
護
郷
隊
の
碑
」
が
あ
る
安
富
祖
ク
ガ
チ
ヤ
原
周
辺

に
兵
器
、
弾
薬
、
食
糧
な
ど
の
物
資
の
倉
庫
が
設
営

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
現
在
の
安
富
祖
ダ
ム
の
奥
へ
と
物

資
の
移
動
を
す
す
め
ま
し
た
。
一
方
で
「
来
年
度
ノ

待
命
予
定
者
ノ
準
備
並
二
教
育
ヲ
準
備
ス
」、「
中
頭

郡
方
面
二
於
ケ
ル
秘
密
遊
撃
戦
ノ
根
幹
ト
ナ
ル
ベ
キ

召
集
及
ビ
教
育
ヲ
準
備
ス
」
と
し
、
兵
員
確
保
と
速

成
教
育
を
図
り
ま
す
。

「
軍
人
勅
諭
長
い
で
し
ょ
、
そ
の
中
の
一
節
、
軍
人

は
忠
節
を
つ
く
す
を
本
分
と
す
べ
し
と
い
う
何
ヶ
条

か
あ
り
ま
す
よ
ね
、
そ
の
部
分
だ
け
を
覚
え
さ
せ
て
、

あ
と
は
省
い
て
い
ま
し
た
」（
国
頭
村
：
十
八
歳
）

『
這
っ
て
い
く
訓
練
、
伏
せ
な
が
ら
匍
匐
（
ほ
ふ
く
）

前
進
で
斬
り
こ
み
に
行
く
訓
練
で
す
が
、
ひ
じ
に
タ

コ
が
で
き
な
い
と
痛
い
で
し
ょ
。
痛
く
て
匍
匐
前
進

で
き
な
い
人
は
後
ろ
か
ら
木
銃
で
「
な
ん
で
で
き
な

い
か
」
っ
て
ど
つ
か
れ
る
ん
で
す
ね
。「
タ
コ
が
で
き

な
い
と
使
え
な
い
」
と
将
校
達
は
い
っ
て
ま
し
た
が
、

一
ヶ
月
く
ら
い
で
は
タ
コ
は
で
き
な
い
わ
け
で
す
。』

（
大
宜
味
村
：
十
六
歳
）

安
富
祖
國
民
學
校
で
の
訓
練
は
約
三
週
間
と
、
そ

の
時
間
は
あ
ま
り
に
も
短
い
も
の
で
し
た
。
土
地
勘

の
な
い
場
所
で
、
訓
練
不
足
の
中
、
間
も
な
く
沖
縄

戦
に
突
入
し
て
い
き
ま
す
。

恩
編
だ

村
ん
り

納
さ
よ

誌
室
52

少
年
兵「
護
郷
隊
」の

沖
縄
戦（
２
）
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★
文
中
で
引
用
し
た
証
言
は
恩
納
村
誌
編
さ
ん
室
で
体

験
者
の
方
か
ら
聞
き
取
り
し
た
証
言
を
反
訳
し
た

も
の
で
す
。
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